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16議会だより

　

議会だより第108号

Y
A

M
A

N
O

U
C

H
I T

O
W

N
 C

O
U

N
C

IL

〒381-0498　長野県下高井郡
山ノ内町大字平穏3352-1
☎0269-33-1101 ㈲2020
E-mail
gikai@town.yamanouchi.nagano.jp

も く じ

平成29年４月 24

　
平
成
29
年
第
１
回
議
会
定
例
会

は
、
３
月
１
日
か
ら
21
日
ま
で
の

21
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
側
か
ら
自
動
車
事
故
に
係
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
決
定
な
ど

の
専
決
処
分
の
報
告
５
件
、
28
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
、
28
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の

ほ
か
各
特
別
会
計
・
事
業
会
計
の

補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
制
定
１

件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
29

年
度
８
会
計
の
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

町道除排雪費は２億9000万円に

議会ホームページと
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平
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年
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一
般
会
計
補
正
予
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第
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平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

国
庫
支
出
金

・
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
５
８
７
万
円

・
自
然
環
境
整
備
交
付
金

　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

繰
入
金

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
５
４
７
６
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

・
移
住
体
験
住
宅

　
　
　
　
　
　
１
０
８
５
万
円

・
国
立
公
園
整
備

　
　
　
　
　
　
２
０
１
０
万
円

・
町
道
除
排
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

　
国
庫
支
出
金
の
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
（
事
業
費
の

1/2
）
を
活
用
し
た
移
住
体
験
住

宅
整
備
は
、
旧
北
小
学
校
校
長

住
宅
を
改
修
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

同
じ
く
自
然
環
境
整
備
交
付
金

（
事
業
費
の
1/2
）
は
、
志
賀
高

原
の
国
立
公
園
内
遊
歩
道
整
備

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
町
道
除
排
雪
費
に
は
１
億
円

を
追
加
し
、
総
額
は
２
億
９
０

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
豪

雪
の
今
期
を
反
映
し
て
、
過
去

最
高
額
だ
っ
た
27
年
度
の
３
億

４
０
０
０
万
円
を
今
後
超
え
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

平成29年度 第１回議会定例会

平成28年度
一般会計補正

北
小
学
校
校
長
住
宅
を

　
　移
住
体
験
住
宅
に
改
修

定例会

　
主
な
補
正
は
豪
雪
に
対
応
し

て
、
除
雪
支
援
員
派
遣
に
５
６

０
万
円
を
増
額
、
町
道
除
雪
費

を
５
０
０
０
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

　
28
年
度
６
会
計
の
補
正
予
算

は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳
出
に

７
３
２
１
万
円
を
追
加
し
、
総

額
は
69
億
７
９
８
２
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

夜を徹して行われた除雪作業

1085万円をかけ体験住宅に改修される校長住宅



条例の制定・改正
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北
小
体
育
館
・
グ
ラ
ン
ド
を
社
会
体
育
施
設
に

　
消
費
税
増
税
先
送
り
に
と
も

な
い
、
そ
の
財
源
で
賄
う
こ
と

に
な
っ
て
い
た
低
所
得
者
の
介

護
保
険
料
段
階
的
低
減
措
置
を
、

28
年
度
と
同
様
に
し
て
継
続
す

る
も
の
で
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正

地
方
活
力
向
上
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例
の
制
定

町
立
学
校
施
設
使
用
に
関
す
る
条
例
及
び
町

体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
６
件
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正
は
賛
成
多
数
、
ほ
か
５
件
は
全
会
一

致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

体
育
施
設
設
置
・
管
理
条
例
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
、
国
の
法
令
改

正
に
よ
り
、
介
護
休
暇
の
分
割

化
、
１
日
２
時
間
の
介
護
時
間

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て

の
改
正
で
す
。

　
北
小
学
校
閉
校
に
と
も
な
い
、

体
育
館
と
グ
ラ
ン
ド
を
学
校
施

設
か
ら
社
会
体
育
施
設
に
移
行

し
、
そ
の
使
用
料
を
定
め
る
も

の
で
す
。
新
し
い
施
設
名
は

「
す
が
か
わ
体
育
館
」
「
す
が

か
わ
グ
ラ
ン
ド
」
と
な
り
ま
す
。

マイナンバー独自利用開始に向け

個人情報
保護条例を改正

　
番
号
法
の
段
階
施
行
に
対
応

し
て
、
一
部
未
施
行
だ
っ
た
個

人
情
報
保
護
条
例
の
「
情
報
提

供
等
記
録
」
の
用
語
定
義
、
第

２
条
1
項
（
６
）
を
部
分
改
正

し
て
施
行
し
、
法
定
事
務
に
係

る
情
報
連
携
に
加
え
て
、
条
例

事
務
関
係
情
報
連
携
を
情
報
提

供
等
記
録
の
定
義
に
加
え
る
こ

と
と
、
番
号
法
第
26
条
追
加
に

よ
る
条
ず
れ
を
直
す
た
め
、
17

条
の
2
の
「
利
用
停
止
請
求
権

等
」
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
地
方
再
生
法
に
よ
る
、
企
業

の
地
方
へ
の
本
社
機
能
移
転
を

促
進
す
る
た
め
の
条
例
制
定
で

す
。
移
転
後
３
年
間
に
わ
た
り

固
定
資
産
税
を
減
額
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
財
源
は
交
付

税
で
75
％
が
措
置
さ
れ
ま
す
。

　
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
２
年

半
見
送
り
に
よ
る
必
要
な
改
正

と
、
施
行
期
日
及
び
経
過
措
置

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　渡
辺

　正
男

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用

予
定
に
沿
っ
て
順
次
必
要
な
法

令
対
応
を
し
て
い
く
た
め
の
条

例
改
正
。
自
分
の
情
報
の
扱
い

を
確
認
で
き
る
個
人
向
け
サ
イ

ト
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
運

用
も
想
定
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
、
徴
税
強
化
と
社
会

保
障
費
抑
制
、
国
民
監
視
の
手

段
に
し
た
い
国
・
財
界
の
都
合

で
導
入
さ
れ
た
も
の
。
国
民
に

弊
害
ば
か
り
も
た
ら
す
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
中
止
し
、
廃
止
へ
向

け
見
直
す
こ
と
が
必
要
。

条
例
等
の
一
部
改
正

「すがかわ体育館」として社会体育施設となる北小体育館

「マイナポータル」開設パンフレット（総務省）
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議会住民アンケート結果

議会住民アンケートにご協力ありがとうござました。
　町スポーツ推進計画アンケートにあわせ、実施しました「議会住民アンケート」にご協力
をいただきまして、誠にありがとうございました。
　このアンケートは住民約1万3000人の中から無作為に抽出された1000人の方を対象に実施
され、440人の方から回答をいただきました。貴重なご意見もあり感謝申し上げます。

アンケート結果は下記の表のようになりますが、これを今後の議会活動の参考にさせていただきます。

問１　性別

問12　議会報告会について

男
213人
48.4％

女
227人
51.6％

問２　年代

70代～
64人

14.5％

60代～
127人
28.9％

50代～
86人

19.5％

40代～
59人

13.4％

30代～
53人

12.0％

20代～
37人
8.4％

10代～
14人
3.2％

問３　職業
農林水産業

 52人 11.8％

　　　自営業・
会社経営・自由業
56人　12.7％

会社員・公務員
・店員等
136人
30.9％

その他
20人
4.5％

パート・アルバイト
 63人

 14.3％

無回答
１人

0.2％

学生
25人
5.7％

無職
87人

19.8％

問４　お住まい

東部
191人
43.4％

南部
106人
24.1％

西部
84人

19.1％

北部
54人

12.3％

無回答
5人　1.1％

問５　議員定数について

多い
122人
27.7％

適当
294人
66.8％

少ない 
8人 1.8％

無回答 16人 3.6％

望ましい定数（10人）29人
望ましい定数（12人）23人
望ましい定数 （８人） ６人
※望ましい定数はご意見の多かった上位から

問６　議会だよりについて

読んでいない
152人
34.5％

読んでいる
288人
65.5％

問７　議会ホームページについて

見ていない
インターネット有

237人
53.9％

見ていない
インターネット無

167人
38.0％

見ている
36人
8.2％

問８　議会フェイスブックについて

見ていない
ＳＮＳ有
150人
34.1％

見ていない
ＳＮＳ無
271人
61.6％

見ている 19人 4.3％
問９　夜間休日議会について

希望しない
316人
70.7％

無回答
40人
8.9％

平日夜間なら
傍聴したい

37人
8.3％

休日なら傍聴したい
　　　54人　12.1％

問10　議会中継について

望む
113人
25.7％

望まない
294人
66.8％

無回答
33人
7.5％

問11　議会ＤＶＤ貸出について

望まない
358人
81.4％

望む
50人

11.4％

無回答
32人
7.3％

参加した
ことがない

開催を知っている
132人
30.0％

無回答
27人
6.1％

参加した
ことがある

60人
13.6％

参加した
ことがない

開催を知らない
221人
50.2％
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順番 質　　問　　者 質　　問　　項　　目

① 布施谷裕泉
1．教育環境の充実に向けて　　2．「信州型自然保育」の取り組みについて
3．小さな拠点づくり事業の取り組みについて　
4．移住・定住推進事業の進捗について

② 児玉　信治 1．夜間瀬川河床整備について　　　　2．農政について　
3．人口減対策について　　　　　　　4．観光商工会館について　

③ 髙田　佳久
1．平成29年度当初予算は住民の福祉の増進となる編成を　
2．持続可能な地域公共交通の構築を　　　3．地域で支え合う福祉のまちづくりを　
4．消防設備における整備方針の明確化と設備の強化を　
5．公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進を　6．観光戦略の推進を

④ 髙山　祐一 1．安心安全な生活について　　　2．豪雪に対しての危機管理について
3．食品ロス削減の推進について

⑤ 望月　貞明 1．子育て支援について　　　　　2．防災対策について　
3．移住定住促進について　　　　4．水道行政について

⑥ 湯本　晴彦 1．地方分権時代における町政のあり方について　
2．町の財政について　3．まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗について

⑦ 西　　宗亮 1．観光振興施策について　　　　2．地域公共交通施策について　
3．町道湯田中夜間瀬線の歩道整備について

⑧ 渡辺　正男
1．介護保険特別会計の現状について　
2．国民健康保険特別会計の現状について
3．小学校の今後のあり方について　4．子育て支援策の充実について

⑨ 徳竹　栄子 1．子育て支援について　　　　　2．交通弱者の公共交通対策について　
3．北小学校の空き施設の利活用について

⑩ 山本　良一 1．1月豪雪時の対応について　　2．北小学校について
3．ロマン美術館について

　一般質問は、３月３日、６日、７日の３日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者１人の質問時間は25分です。（答弁を含めて概ね１時間）。
　今議会の登壇議員は10人、傍聴者は38人でした。（大勢の傍聴をお待ちしています。）

論戦 観光・農業・防災・豪雪対策・地域交通・環境美化など
ズバリここが知りたい
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町
長
　
北
小
体
育
館
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
社
会
体
育
施
設
、
校
舎

は
公
民
館
を
中
心
と
し
た
公
共

施
設
の
集
約
化
を
検
討
。
地
域

住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
内
容

に
し
た
い
。

　
　
　実
施
計
画
に
組
ま
れ
て

い
る
事
業
費
の
根
拠
は
。

総
務
課
長
　
一
部
屋
当
た
り
２

０
０
万
円
の
改
修
費
で
10
部
屋

分
、
単
年
度
概
算
で
２
０
０
０

万
円
と
し
た
も
の
。

　
　
　公
民
館
機
能
移
転
で
は

課
題
と
な
る
の
が
大
広
間
。
二

部
屋
を
ひ
と
つ
に
し
て
人
数
だ

け
は
入
っ
て
も
、
柱
で
前
が
見

え
な
い
よ
う
で
は
困
る
。
し
っ

か
り
考
慮
頂
き
た
い
。

総
務
課
長
　
場
所
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
考
え
て
い
る
が
、
基

本
設
計
の
中
で
細
か
く
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　県
が
進
め
る
「
信
州
型

自
然
保
育
」
の
理
念
と
目
的
は
。

健
康
福
祉
課
長

　自
然
保
育
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
自
然
の
恵
み
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
の
醸
成
や
、
自

ら
学
び
成
長
し
よ
う
と
す
る
力

を
育
む
こ
と
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　町
と
し
て
取
り
組
み
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
基
準
を
ク
リ

ア
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
現
段
階
で
は
現
場
と
も
協

議
は
し
て
い
な
い
。

　
　
　認
定
基
準
そ
の
も
の
は

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
自
然
保
育
の
理
念
を
ど

う
捉
え
る
か
が
大
事
。
単
に
自

然
豊
か
な
場
所
で
の
保
育
と
、

自
然
保
育
の
理
念
の
下
で
の
保

育
は
意
味
が
違
っ
て
く
る
の
で

は
。

町
長
　
保
育
士
や
保
護
者
会
の

意
向
も
踏
ま
え
、
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
と
い
う
観
点
か

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　か
ね
て
か
ら
教
員
の
多

忙
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
当

町
の
実
情
は
。

教
育
長
　
学
校
の
実
態
調
査
で

昨
年
12
月
の
時
間
外
勤
務
時
間

は
平
均
で
35
時
間
、
小
中
学
校

と
も
県
平
均
よ
り
少
な
い
。

　
　
　最
近
、
教
職
員
の
不
祥

事
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
。

こ
れ
は
規
範
意
識
の
低
下
も
あ

る
が
、
む
し
ろ
過
重
労
働
か
ら

の
疲
弊
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
こ

と
が
多
い
と
さ
れ
る
。
対
応
は
。

教
育
長
　
勤
務
時
間
を
減
ら
す

の
は
現
実
的
に
難
し
い
面
が
あ

る
。
ま
た
教
育
は
信
頼
関
係
の

上
に
成
り
立
つ
も
の
、
研
修
も

含
め
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　「
通
級
指
導
教
室
」
申

請
結
果
は
。

教
育
長
　
県
内
に
お
い
て
も
特

別
支
援
教
育
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
次

年
度
の
申
請
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。

地
域
の
拠
点
と
す
る
た
め
の
構
想
は

町
長
―
公
民
館
を
中
心
と
し
た
公
共
施
設
の
集
約

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

布施谷裕泉のつぶやき

※ 1　信州型自然保育…屋外で
　の多様な体験活動を基軸とす
　る保育
※ 2　通級指導教室…障がいを
　持つ児童・生徒が通常学級に
　在籍しながら、必要に応じ支
　援を受けられる教室

今国会では「忖
そんたく

度」
の二文字が飛び交
う。いい忖度と悪い
忖度があるとか、で
も一番忖度すべきは
地方の疲弊。

当
町
で
も
「
信
州

型
自
然
保
育
」
の

取
り
組
み
を

※
１

教
育
環
境
の

充
実
に
向
け
て

一般質問
質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
２

北小施設　地域の確かな拠点に
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県の大型草刈り機借用のための予算化を
町長―県の仕事は県で

質
問

　県（
北
信
建
設
事
務
所
）

で
大
型
草
刈
り
機
を
導
入
さ
れ

た
。
効
率
運
用
の
た
め
、
未
使

用
の
間
、
町
で
借
用
し
、
河
床

の
草
刈
り
整
備
す
る
こ
と
は
有

効
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
代
と
し
て
50
万
円
ほ

ど
の
予
算
化
が
で
き
な
い
か
。

町
長
　
夜
間
瀬
川
の
河
床
整
備

や
、
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
は
、

管
理
者
で
あ
る
北
信
建
設
事
務

所
に
引
き
つ
づ
き
整
備
が
進
む

よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問

　町
の
努
力
も
必
要
で
あ

り
、
観
光
資
源
と
し
て
美
化
に

取
り
組
む
姿
勢
も
必
要
だ
。

町
長
　
県
の
管
理
下
に
あ
る
も

の
は
県
で
管
理
す
る
の
が
原
則

だ
。

建
設
水
道
課
長
　
当
初
予
算
に

は
入
っ
て
は
い
な
い
の
で
、
や

る
と
す
れ
ば
補
正
対
応
だ
が
、

根
本
的
に
は
河
床
整
備
に
関
し

て
町
の
予
算
は
つ
か
な
い
と
い

う
こ
と
。

質
問

　現
在
の
農
政
は
、
す
べ

て
補
助
金
主
義
で
あ
る
。
人
的

な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
考
え
る

が
対
策
は
。

農
林
課
長
　
ま
さ
に
、
国
・
県

の
施
策
の
中
で
は
、
補
助
金
は

あ
る
が
人
材
育
成
に
関
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
見
当
た
ら
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
北
信
地

方
事
務
所
で
、
リ
ー
ダ
ー
・
農

業
の
担
い
手
育
成
と
い
う
部
分

で
北
信
州
農
業
道
場
が
あ
る
。

町
の
若
手
の
農
家
の
皆
さ
ん
も

何
名
か
講
座
に
参
加
さ
れ
て
い

る
。
研け

ん
さ
ん鑚
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し

て
い
る
。

質
問

　農
業
振
興
地
域
の
た
め

に
、
住
宅
建
設
が
で
き
な
い
状

況
が
あ
る
。
緩
和
策
は
な
い
か
。

ま
た
、
人
口
減
対
策
で
若
者
定

住
の
た
め
の
住
宅
建
設
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　

町
長
　
人
口
対
策
は
、
町
政
の

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
「
住
」
に
つ
い

て
は
重
要
な
施
策
と
承
知
し
て

お
り
、
後
期
基
本
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
お
よ
び
総
合

戦
略
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
。

農
林
課
長
　
農
業
振
興
地
域
に

つ
い
て
は
、
優
良
農
地
と
し
て

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
農
地
、
山
際
で
荒
廃
し
て
き

た
、
あ
る
い
は
作
付
け
が
さ
れ

な
い
で
数
年
間
放
置
さ
れ
て
い

児
こ

玉
だ ま

 信
し ん

治
じ

る
も
の
な
ど
あ
る
。
Ｊ
Ａ
・
農

業
委
員
会
・
認
定
農
業
者
の
皆

さ
ん
と
、
見
直
し
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問

　観
光
商
工
会
館
の
老
朽

化
の
た
め
の
事
故
が
心
配
さ
れ

て
い
る
。
対
応
策
は
。

総
務
課
長
　
建
物
の
劣
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
利
用
者
の
安

全
、
ま
た
維
持
管
理
・
改
修
経

費
を
考
慮
し
た
場
合
、
取
り
壊

し
が
最
良
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
実
施
計
画
に
計
上
し
て
い

る
。
現
在
の
入
居
団
体
の
都
合

も
考
慮
し
、
必
要
最
小
限
の
修

理
を
，
双
方
協
議
し
実
施
す
る

方
向
で
い
る
。

児玉信治のつぶやき

「夜間瀬川をきれいに

する会」では、今年も

草刈を計画中、大勢の

参加をお願いします。

実
務
リ
ー
ダ
ー

育
成
を

農
振
地
域
除
外
の

緩
和
策
を

老
朽
化
に
と
も
な
う

事
故
の
未
然
防
止

対
策
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

きれいに整備された夜間瀬川河床

一般質問

※ 1　しゅんせつ…水底の
　土砂を掘り取り運搬処分
　する作業

※
１
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質
問

　ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
念
頭
に
、
当

初
予
算
を
編
成
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
あ
た
り
に
ス
ピ
ー
ド
感
が

あ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
町
長
が
直
接

東
京
へ
出
向
き
要
望
。
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
で
は
補
助
金

を
獲
得
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
実
証
運
行
で
は
関
係
機
関
と

調
整
し
方
向
性
を
出
す
な
ど
。

町
長
　
須
賀
川
線
を
全
廃
、
菅

角
間
線
の
一
部
を
廃
止
し
、
町

が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
切
替
え
、
当
町
に
適
し
た

交
通
体
系
を
構
築
し
た
い
。

質
問

　今
回
の
方
向
性
は
、
ど

の
段
階
ま
で
の
協
議
か
。

副
町
長
　
事
務
局
案
と
し
て
事

業
者
の
理
解
を
得
た
上
で
方
向

性
を
示
し
た
も
の
。
29
年
度
の

早
い
時
期
に
地
域
公
共
交
通
会

議
を
開
催
し
、
10
月
に
新
シ
ス

テ
ム
に
移
行
し
た
い
。

質
問

　町
内
で
は
特
殊
事
情
を

持
つ
高
齢
者
等
の
住
居
が
あ
り
、

現
在
の
住
宅
除
雪
支
援
員
派
遣

事
業
で
は
、
対
応
が
不
十
分
で

あ
る
。
除
雪
支
援
の
拡
充
を
。

町
長
　
将
来
的
な
こ
と
を
含
め

検
証
し
、
所
管
課
の
連
携
を
取

り
対
応
し
た
い
。

質
問

　高
齢
化
率
の
上
昇
や
人

口
減
少
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

地
域
で
支
え
合
え
る
仕
組
み
が

よ
り
重
要
と
な
る
。
地
区
の
自

治
に
対
す
る
交
付
金
制
度
や
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
創
設

な
ど
、
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
が
よ
り
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
　
十
分
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
関
係
者
と
協
議
し
対
応

し
た
い
。

消
防
課
長
　
防
火
水
槽
は
１
１

３
か
所
、
消
火
栓
は
４
５
７
本

を
設
置
。
水
利
基
準
適
合
は
、

防
火
水
槽
が
80
か
所
、
消
火
栓

が
１
１
２
本
。

町
長
　
消
防
水
利
施
設
は
国
か

ら
示
さ
れ
た
基
準
に
達
す
る
よ

う
、
今
後
も
整
備
を
進
め
た
い
。

質
問

　公
有
地
と
民
有
地
で
の

防
火
水
槽
の
設
置
状
況
は
。

消
防
課
長
　
72
％
が
民
有
地
。

地
元
で
用
地
を
準
備
し
て
も
ら

い
、
土
地
は
無
償
貸
与
。

質
問

　土
地
の
売
却
や
地
権
者

の
代
替
わ
り
な
ど
、
状
態
が
変

化
す
る
と
問
題
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
設
置
の
対
応
方

針
を
明
確
に
し
、
水
利
確
保
に

つ
と
め
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
従
来
の
基
本
的
な
考
え

方
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

町
長
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
。
現
在
、
県
か
ら

内
容
審
査
の
結
果
待
ち
。

質
問

　公
共
施
設
の
更
新
費
用

の
推
計
は
。

総
務
課
長
　
今
後
40
年
間
で
７

１
２
億
円
を
推
計
。

質
問

　人
口
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
適
正
な
施
設
保
有
量
が

重
要
と
考
え
る
が
。

副
町
長
　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
で
は
、
公
共
施
設
の
削

減
を
15
％
程
度
見
込
ん
で
い
る
。

住
民
福
祉
の
増
進
と
な
る
予
算
編
成
を

町
長
―
産
業
・
暮
ら
し
・
子
育
て
充
実
予
算
と
し
て
施
策
に
取
り
組
む

持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の

構
築
を

地
域
で
支
え
合
う

福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を

消
防
設
備
に
お
け

る
整
備
方
針
の
明

確
化
と
設
備
の
強

化
を

公
共
施
設
等
の
総

合
的
か
つ
計
画
的

な
管
理
の
推
進
を

髙
た か

田
だ

 佳
よ し

久
ひ さ

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

髙田佳久のつぶやき

一般質問

議会改革に取り組んで、
早 10 年。議員定数や
報酬をはじめ協議して
きましたが、これから
も改革は続きます。

29年度予算審査特別委員会

※ 1　国立公園満喫プロジェク
ト…政府が取りまとめた 「明
日の日本を支える観光ビジョ
ン」に基づき、日本の国立公
園を世界水準の「ナショナル
パーク」としてブランド化を
はかるための様々な取り組み。
※ 2　産地パワーアップ事業…

産地計画に基づく生産資材 
（果樹棚等）導入に対し、国
が支援する助成事業　（補助率
50％以内）

※
１

※
２
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一時的にでも一方通行を
町長―地域・関係機関との合意形成が必要

質
問
　
１
月
の
豪
雪
で
、
湯
田

中
温
泉
「
か
え
で
通
り
」
と
「
平

和
観
音
通
り
」
が
交
通
マ
ヒ
を

起
こ
し
た
が
、
一
時
的
に
で
も

一
方
通
行
に
で
き
な
か
っ
た
か
。

建
設
水
道
課
長
　
経
過
は
、
町

道
星
川
湯
田
中
線
の
鈴
虫
坂
を

落
雪
の
た
め
通
行
止
め
に
し
た

と
こ
ろ
、
夕
方
か
え
で
通
り
と

平
和
観
音
通
り
に
交
通
が
集
中

し
渋
滞
が
起
き
た
。
そ
の
後
ト

ラ
ッ
ク
が
立
ち
往
生
し
、
通
行

で
き
る
の
は
平
和
観
音
通
り
の

み
と
な
っ
た
。
一
方
通
行
の
策

も
あ
っ
た
が
、
警
察
を
は
じ
め
、

地
元
関
係
者
と
の
協
議
に
時
間

が
か
か
る
の
で
、
今
回
は
見
送

っ
た
。

質
問
　
中
野
警
察
署
交
通
課
の

見
解
は
、
町
道
管
理
者
で
あ
る

町
の
責
任
に
お
い
て
規
制
を
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の

際
、
町
か
ら
警
察
へ
連
絡
し
た

上
で
、
誘
導
す
る
ガ
ー
ド
マ
ン

を
配
置
す
る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん

シ
ー
ズ
ン
前
に
地
元
区
長
さ
ん

や
関
係
者
と
の
十
分
な
話
し
合

い
と
合
意
が
必
要
と
い
う
こ
と

だ
が
ど
う
か
。

町
長
　
一
方
通
行
が
可
能
か
ど

う
か
、
今
後
関
係
機
関
の
ご
意

見
を
聞
い
て
み
た
い
。

質
問
　
家
庭
用
の
小
型
除
雪
機

は
ぜ
い
た
く
品
か
。

総
務
課
長
　
豪
雪
地
域
に
と
っ

て
は
、
あ
る
意
味
で
は
必
需
品

と
考
え
る
。

質
問
　
安
心
安
全
な
生
活
の
た

め
、
除
雪
機
の
普
及
、
活
用
の

推
奨
と
補
助
制
度
の
創
設
を
。

総
務
課
長
　
県
内
で
は
、
５
市

で
小
型
除
雪
機
購
入
補
助
制
度

が
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
が
区
や

公
共
的
団
体
へ
の
補
助
で
あ
り
、

個
人
へ
の
補
助
は
な
い
。

質
問
　
個
人
へ
の
補
助
制
度
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
山
形
県
の
あ

る
町
で
は
、
５
年
間
の
時
限
立

法
で
、
当
初
10
万
円
の
補
助
が

あ
り
、
50
人
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
が
、
予
算
オ
ー
バ
ー
の
た
め

途
中
か
ら
５
万
円
に
減
額
し
た
。

　
あ
る
市
で
は
５
万
円
の
補
助

を
平
成
24
年
か
ら
実
施
。
ま
た

移
住
定
住
世
帯
に
は
10
万
円
を

補
助
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ

ば
、
当
町
の
小
型
除
雪
機
年
間

販
売
数
は
、
約
10
～
20
台
と
推

測
す
る
。
補
助
額
は
２
０
０
～

３
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
が

ど
う
か
。

小
型
除
雪
機
購
入

に
補
助
を

髙
た か

山
や ま

 祐
ゆ う

一
い ち

町
長
　
農
家
に
農
機
具
の
補
助

と
し
て
も
出
し
て
い
る
の
で
、

今
後
研
究
す
る
。

質
問
　
こ
の
運
動
を
ど
う
見
る

か
。

健
康
福
祉
課
長
　
食
品
ロ
ス
削

減
の
た
め
、
松
本
市
が
発
祥
の

地
と
な
り
、
環
境
省
の
推
進
で

全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
町

も
こ
の
運
動
に
賛
同
し
て
、
ご

み
減
量
化
と
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
る
取
り
組
み
を
す
す
め
る
。

　
長
野
県
は
、
26
年
度
全
国
ご

み
排
出
量
の
少
な
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
で
初
め
て
日
本
一
に
な
っ
た
。

髙山祐一のつぶやき

一般質問のコーナーが
１人半ページから１
ページになった、読む
人によろこばれるよう
に作らなくては。

※１　3010 運動…宴会な
　どで、最初の 30 分は、
　食べることに専念し、お
　開きの 10 分前からは、
　残さず食べる。ごみ減量
　化の運動のこと。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問 ３

０
１
０
（
さ
ん

ま
る
い
ち
ま
る
）

運
動
の
展
開
を

※
１

小型除雪機「個人への購入補助を」

一般質問
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質
問

　子
ど
も
医
療
費
は
一
旦

医
療
機
関
に
支
払
い
、
後
日
助

成
金
が
還
付
さ
れ
る
仕
組
み
。

窓
口
支
払
い
の
無
料
化
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
窓
口
無
料
化

に
す
る
と
国
の
国
民
健
康
保
険

へ
の
負
担
金
が
削
減
さ
れ
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
が
、
30
年
度

か
ら
未
就
学
児
は
削
減
し
な
い

方
針
。
県
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
検
討
し
た
い
。

質
問

　未
就
学
児
だ
け
を
窓
口

無
料
化
す
る
と
町
の
18
歳
以
下

医
療
費
無
料
が
手
続
き
で
煩は

ん
ざ
つ雑

化
す
る
。
18
歳
ま
で
の
窓
口
無

料
化
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
県
の
検
討
結

果
と
18
歳
ま
で
窓
口
無
料
化
し

た
場
合
の
町
の
財
政
負
担
増
な

ど
を
勘
案
し
検
討
す
る
。

質
問

　年
長
児
保
育
料
が
無
料

化
さ
れ
る
が
、
少
子
化
対
策
に

は
多
子
世
帯
の
保
育
助
成
が
必

要
。
同
時
入
所
の
場
合
第
3
子

保
育
料
無
料
な
ど
の
条
件
を
撤

廃
し
無
料
化
す
る
な
ど
多
子
世

帯
の
保
育
料
軽
減
策
を
。

町
長
　
一
挙
に
は
い
か
な
い
が

で
き
る
だ
け
要
望
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
問

　近
年
の
耐
震
診
断
、
改

修
の
実
績
は
。

建
設
水
道
課
長
　
平
成
19
年
か

ら
住
宅
の
耐
震
診
断
は
１
３
１

棟
、
改
修
は
1
棟
。
最
近
診
断

が
減
っ
て
き
た
。

質
問

　耐
震
診
断
を
し
て
も
改

修
が
進
ま
な
い
の
は
、
改
修
費

に
対
し
て
補
助
金
が
低
す
ぎ
る

か
ら
で
は
。

建
設
水
道
課
長
　
29
年
度
か
ら

個
人
住
宅
の
改
修
補
助
を
60
万

円
か
ら
１
０
０
万
円
に
増
額
す

る
。
ホ
テ
ル
旅
館
も
耐
震
改
修

の
補
助
を
３
０
０
万
円
か
ら
改

修
費
の
10
％
を
検
討
中
。

質
問

　除
雪
作
業
で
転
落
事
故

が
あ
り
、
防
災
無
線
で
命
綱
を

つ
け
る
よ
う
広
報
し
て
い
る
が
、

消
防
団
員
で
さ
え
詰
所
の
雪
お

ろ
し
で
命
綱
を
つ
け
な
か
っ
た
。

ま
ず
団
員
に
命
綱
を
徹
底
し
、

次
に
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
解
説
で

町
民
に
普
及
を
。

危
機
管
理
室
長
　
関
係
課
と
協

議
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
啓
発
な

ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質
問

　移
住
希
望
者
が
、「
町

の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
数
が
少

な
く
希
望
す
る
家
が
見
つ
か
ら

な
い
」
と
嘆
い
て
い
た
。
こ
れ

が
移
住
定
住
の
障
害
に
な
っ
て

い
る
。
地
域
の
事
情
に
詳
し
い

人
に
空
き
家
活
用
促
進
員
の
よ

う
な
役
を
委
嘱
し
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
の
増
加
促
進
を
。

総
務
課
長
　
提
案
の
件
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
。

建
設
水
道
課
長
　
指
定
解
除
の

申
請
が
出
さ
れ
る
ま
で
有
効
。

質
問

　解
除
の
自
己
申
請
を
し

な
け
れ
ば
、
指
定
時
に
必
須
の

主
任
技
術
者
が
不
在
で
も
、
営

業
実
態
が
な
く
て
も
町
指
定
の

看
板
は
継
続
で
き
る
。
町
指
定

に
有
効
期
限
制
の
導
入
を
。

建
設
水
道
課
長
　
指
定
業
者
の

調
査
の
必
要
性
と
制
度
に
課
題

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費

　窓
口
無
料
化
を

健
康
福
祉
課
長
―
県
の
検
討
結
果
と
町
の
財
政
負
担
を
勘
案
し
検
討

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

望月貞明のつぶやき

空
き
家
活
用

促
進
員
設
置
は

町
指
定
給
水
工
事

業
者
の
指
定
解
除

の
方
法
は

質
問

質
問

一般質問

多
子
世
帯
の

保
育
料
軽
減
を

住
宅
の
耐
震
改
修

補
助
費
の
増
額
を

命
綱
の
つ
け
方
の

広
報
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

18 歳までの子ども医

療費無料化は山ノ内町

の看板。18歳まで窓口

無料化なら大英断だ。

現在、子ども医療費は窓口で一旦支払う仕組み
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借金を増やして財政を賄う形なのでは
町長－行政の借金と民間の借金は違う

質
問
　
国
が
補
助
金
や
交
付
金

を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
町
税
収
入
が
減
っ
て

い
く
中
、
ど
う
い
う
方
向
性
で

行
政
を
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長

　ま
だ
ま
だ
国
の
補
助
制

度
や
起
債
制
度
の
有
利
な
も
の

も
あ
る
。
引
き
続
き
使
い
な
が

ら
、
住
民
や
国
、
県
、
広
域
的

な
協
力
を
し
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
民
間
活
力
を
活
用
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

　地
域
の
福
祉
計
画
な
ど

町
で
も
進
め
て
い
る
。
つ
く
っ

て
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
れ

を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
対
応
し
た

い
。

質
問
　
空
き
家
問
題
が
深
刻
化

し
て
き
て
い
る
。
総
務
課
の
空

き
家
バ
ン
ク
と
連
携
を
し
て
い

る
か
。

建
設
水
道
課
長

　空
き
家
に
関

し
て
、
役
場
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
予
定
。

今
回
の
空
き
家
調
査
を
空
き
家

バ
ン
ク
に
活
用
す
る
と
い
う
よ

り
、
ま
ず
全
体
組
織
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
い
る
段
階
。

質
問
　
今
後
新
た
な
都
市
計
画

や
地
区
割
り
の
見
直
し
、
居
住

誘
導
な
ど
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

町
長

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
そ
こ
で
意
見
を
ま

と
め
る
。
そ
れ
を
都
市
計
画
審

議
会
へ
諮は

か

り
、
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
国
土
交
通
省
が
推
進
し

て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
と
い

う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
つ
く
る
た
め
居

住
誘
導
や
立
地
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う
と
す
る
計
画
。
今
後

地
区
の
集
約
化
を
前
提
に
住
民

と
対
話
し
て
い
く
べ
き
。

質
問
　
町
の
借
金
が
増
え
る
見

込
み
。
借
金
を
増
や
し
て
行
く

こ
と
だ
け
で
は
希
望
が
持
て
な

く
な
る
の
で
は
。

総
務
課
長

　町
債
は
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
有
利
な

起
債
で
進
め
て
い
く
。

質
問
　
浄
水
場
の
更
新
、
民
生

費
や
福
祉
の
負
担
増
な
ど
を
借

金
で
な
ん
と
か
賄
お
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
が
。

総
務
課
長

　必
要
経
費
は
ど
う

し
て
も
か
か
る
。
中
長
期
的
に

考
え
て
進
め
る
。

湯
ゆ

本
も と

 晴
は る

彦
ひ こ

質
問
　
新
た
な
財
源
の
確
保
は

考
え
て
い
な
い
か
。

総
務
課
長

　い
ろ
い
ろ
な
補
助

制
度
を
活
用
し
た
い
。

質
問
　
第
６
次
山
ノ
内
町
行
政

改
革
大
綱
で
も
、
量
の
改
革
か

ら
質
の
改
革
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ

ン
ジ
と
言
う
が
、
財
政
面
に
お

い
て
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長

　今
月
中
に
町
長
へ

答
申
さ
れ
る
予
定
。

町
長

　借
金
の
額
は
膨
ら
ん
で

も
、
交
付
税
で
国
か
ら
補
填
さ

れ
る
。
借
金
が
増
え
た
か
ら
ダ

メ
で
は
な
く
、
国
で
面
倒
見
て

も
ら
え
る
の
が
実
際
。

質
問
　
今
ま
で
と
同
じ
状
況
下

な
ら
問
題
な
い
が
、
将
来
の
こ

と
を
考
え
る
か
ら
不
安
な
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
か
け
ら
れ
る

費
用
が
限
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、

か
け
た
以
上
に
す
る
こ
と
が
量

か
ら
質
へ
の
改
革
だ
と
思
う
。

湯本晴彦のつぶやき

きれいな庭も具体的な
理想があるからつくれ
る。何もしなければ雑
草が生えるだけ。

※１　コンパクトシティ…
　都市機能が高密度にまと
　まり、徒歩や公共交通で
　の移動がしやすい都市形
　態のこと

人
口
減
少
下
で
の

町
づ
く
り

町
財
政
に
関
し
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

施設の老朽化に伴う大規模改修費用の
　　　　　　　　　将来負担は推計で一人当たり５.８倍に
「山ノ内町公共施設等総合管理計画」（平成29年３月）

一般質問

※
１



質
問
　
町
道
湯
田
中
夜
間
瀬
線

の
歩
道
設
置
は
、
未
整
備
で
あ

る
と
の
共
通
認
識
で
よ
い
か
。

建
設
水
道
課
長
　
町
道
湯
田
中

夜
間
瀬
線
歩
道
設
置
協
議
会
が

解
散
す
る
ま
で
、
中
学
校
ま
で

の
歩
道
延
伸
事
業
は
継
続
中
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
小
中
学
生
の
徒
歩
で
の

通
学
距
離
の
範
囲
は
ど
の
く
ら

い
な
の
か
。

教
育
長
　
中
学
生
は
お
よ
そ
６

キ
ロ
、
小
学
生
高
学
年
は
４
キ

ロ
、
低
学
年
は
一
応
３
キ
ロ
と

考
え
て
い
る
。

質
問
　
中
学
校
か
ら
西
小
学
校

ま
で
は
、
お
よ
そ
２
キ
ロ
で
あ

る
が
、
中
学
校
敷
地
内
に
小
学

校
が
１
校
統
合
と
な
っ
た
ら
、

西
部
地
区
の
子
供
た
ち
は
徒
歩

通
学
に
な
る
の
か
。

教
育
長
　
34
年
度
、
小
学
校
を

１
校
統
合
し
て
中
学
校
敷
地
内

に
と
総
合
教
育
会
議
で
一
定
の

方
針
を
置
き
、
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
西
部
地
区

も
広
い
の
で
、
い
ち
が
い
に
徒

歩
通
学
と
は
言
え
な
い
。
精
査

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で

あ
る
と
思
う
。

質
問
　
こ
の
町
道
で
歩
道
の
未

整
備
区
間
は
お
よ
そ
８
０
０
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
れ
を
一
気

に
全
区
間
を
整
備
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
の
で
、

ま
ず
、
中
学
校
か
ら
西
へ
約
２

０
０
メ
ー
ト
ル
の
交
差
点
を
第

一
優
先
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

建
設
水
道
課
長
　
概
略
設
計
費

を
29
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い

る
が
、
協
議
会
と
の
調
整
で
沿

線
地
権
者
の
同
意
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
概
略
設
計
に
入
り
、

実
施
計
画
に
あ
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

町
長
　
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
同

意
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
実
施
計

画
、
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
と
思
う
。

質
問
　
地
域
公
共
交
通
の
再
構

築
に
取
り
組
む
体
制
と
し
て
、

29
年
度
に
実
証
運
行
を
計
画
し

て
い
る
が
、
以
前
に
行
っ
た
デ

マ
ン
ド
交
通
の
経
験
を
十
分
に

検
証
し
て
、
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
運
行
ル
ー
ト
、
利
用
料
金

や
福
祉
乗
物
券
と
の
調
整
な
ど

地
域
や
利
用
す
る
で
あ
ろ
う
人

た
ち
の
声
も
聞
き
な
が
ら
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
に
な
る

よ
う
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長
　
実
証
運
行
に
つ
い

て
は
、
そ
の
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
も
行
っ
て
い
く
が
、
で
き

る
だ
け
大
勢
の
方
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
く
中
で
よ
り
良
い
方

法
を
検
討
し
た
い
。

質
問
　
観
光
交
流
ビ
ジ
ョ
ン
に

あ
る
「
お
も
て
な
し
の
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
何
を
ど
う
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
の
か
。

町
長
　
観
光
業
者
、
観
光
従
事

者
の
接
客
の
あ
り
方
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
や
町
民
全
て
が
お
も

て
な
し
の
心
で
お
客
様
を
お
迎

え
す
る
こ
と
、
訪
れ
る
人
に
や

さ
し
い
施
設
整
備
な
ど
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
道
湯
田
中
夜
間
瀬
線
の
歩
道
整
備
を

町
長
―
必
要
性
と
地
権
者
の
同
意
で
進
め
て
い
く

地
域
公
共
交
通

施
策
に
つ
い
て

西
に し

　宗
そ う

亮
す け

西　宗亮のつぶやき
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ここの歩道整備は第一優先で取り組むべきと提案する

大先輩Ｔ・Ｓ氏の叱咤
激励格言「難しいから
面白い、大変だから楽
しい」。でもやっぱり
難しくて大変だ。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問 観

光
振
興
施
策
に

つ
い
て

一般質問



小学校の今後のあり方は
町長―財政状況や既存施設活用法など課題は山積

質
問
　
小
学
校
の
あ
り
方
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長

　財
政
状
況
や
既
存
の
学

校
施
設
の
活
用
方
法
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
公
共
施
設
整
備
等
検
討
会

議
や
総
合
教
育
会
議
で
時
期
な

ど
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

教
育
長

　基
礎
調
査
結
果
を
十

分
検
討
し
、
教
育
委
員
会
、
総

合
教
育
会
議
で
協
議
。
審
議
会

や
町
民
、
保
護
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
計
画
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
素
案
を
組
み
立
て
て
い

き
た
い
。

質
問
　
中
学
校
敷
地
内
と
い
う

こ
と
で
基
礎
調
査
さ
れ
た
が
、

ま
だ
方
向
性
は
出
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
か
。

教
育
長

　そ
の
通
り
。

質
問
　
審
議
会
メ
ン
バ
ー
、
諮

問
内
容
、
立
ち
上
げ
時
期
は
。

教
育
長

　適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
審
議
会
と
同
等
メ
ン
バ
ー

で
考
え
て
い
る
。
時
期
、
諮
問

内
容
は
ま
だ
詰
め
て
い
な
い
。

質
問
　
前
回
の
よ
う
な
白
紙
諮

問
で
な
く
、
た
た
き
台
を
示
し

た
上
で
諮
問
す
べ
き
だ
。

教
育
長

　今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
中
学
校
の
長
寿
命
化
改

修
に
29
年
度
か
ら
の
３
年
間
で

11
億
円
以
上
か
け
る
予
定
だ
が
、

一
緒
に
や
れ
る
な
ら
二
重
投
資

に
な
ら
な
い
方
法
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

教
育
長

　校
舎
一
体
型
の
小
中

一
貫
校
と
い
う
形
に
な
れ
ば
可

能
。

健
康
福
祉
課
長

　幼
稚
園
に
つ

い
て
は
、
町
の
決
定
に
よ
り
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
適
用

に
な
る
。
認
定
外
保
育
所
に
つ

い
て
は
内
容
な
ど
調
査
し
た
上

で
決
定
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
町
に
住
む
子
ど
も
な
ら

平
等
・
公
平
に
扱
う
べ
き
。

町
長

　テ
レ
ビ
で
観
て
、
町
内

で
も
お
も
し
ろ
い
保
育
を
や
る

の
だ
な
、
程
度
の
認
識
し
か
な

い
が
、
実
態
を
把
握
し
た
上
で

考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

年
長
児
保
育
料

無
料
は
認
定
外
保

育
所
や
幼
稚
園
に

も
適
用
さ
れ
る
か

渡
わ た

辺
な べ

 正
ま さ

男
お

子
ど
も
た
ち
の
大
事
な
居
場
所

に
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援

事
業
計
画
で
は
「
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
、
学
習
や
遊
び
な

ど
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
ま
す
」
と
あ
る
。
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
学
習
支
援
・
指
導
を
希

望
す
る
声
が
あ
る
が
。

健
康
福
祉
課
長

　現
状
で
は
対

応
は
難
し
い
が
、
教
育
委
員
会

と
話
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

教
育
長

　町
で
実
施
し
て
い
る

厚
労
省
管
轄
の
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
」
と
は
別
に
文
科
省
管

轄
で
「
放
課
後
子
供
教
室
」
が

あ
る
。
そ
ち
ら
で
は
学
習
指
導

が
含
ま
れ
て
い
る
。

質
問
　
縦
割
り
の
管
轄
違
い
で

な
く
、
横
断
的
に
ニ
ー
ズ
や
実

態
を
調
査
し
、
研
究
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

渡辺正男のつぶやき

4 月はなにかと気忙し
い。志賀のスキー大会
が 3 回と宇木古代桜
まつりに千歳桜観桜
会、それと畑仕事も。

※１　基礎調査…中学校敷
　地内に統合小学校を建設
　した場合の設計と費用試
　算を業者に委託した調査
　のこと。28年10月に終了
　しているが詳細について
　は現在非公開。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
に

ど
う
取
り
組
む
か

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

今後３年間で約11億円をかけて長寿命化
改修が行われる中学校普通教室棟と管理棟



36議会だより第108号平成29年４月

一般質問
質
問
　
年
々
休
日
保
育
利
用
者

が
増
加
、
職
員
不
足
の
た
め
、

今
年
度
申
し
込
み
を
断
っ
た
事

は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長

　年
末
年
始
に

数
名
お
断
り
し
た
。

質
問
　
休
日
保
育
専
門
臨
時
職

員
が
不
足
の
場
合
、
正
規
職
員

に
よ
る
対
応
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長

　年
度
末
は
平

日
な
の
で
調
整
は
可
能
だ
が
、

年
末
年
始
は
難
し
い
。

質
問
　
正
規
職
員
は
休
日
保
育

に
関
わ
ら
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

　休
日
保
育
担

当
で
あ
る
臨
時
職
員
、
シ
ル
バ

ー
派
遣
で
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
要
望
の
高
い
バ
ス
停
の

設
置
、
運
行
時
間
の
編
成
、
鉄

道
と
バ
ス
の
接
続
時
刻
の
調
査

を
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長

　バ
ス
路
線
の
空
白

地
域
解
消
、
既
存
の
バ
ス
停
、

夜
間
瀬
駅
へ
の
乗
り
継
ぎ
が
基

準
。
ダ
イ
ヤ
な
ど
は
実
証
運
行

中
検
討
す
る
。

質
問
　
夜
間
瀬
駅
乗
り
継
ぎ
は

周
辺
の
安
全
面
、
狭
い
場
所
な

ど
不
安
で
あ
る
。
ミ
ニ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長

　安
全
な
乗
降
が
で

き
る
様
、
検
討
す
る
。

質
問
　
特
に
乗
車
率
の
低
い
須

賀
川
地
域
は
予
約
制
が
良
い
。

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
運
行
方

法
で
は
不
安
が
残
る
が
。

総
務
課
長

　巡
回
バ
ス
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
北
信
病
院
へ
の
直
行
便

を
考
え
て
頂
き
た
い
。

副
町
長

　夜
間
瀬
駅
で
電
車
へ
、

上
林
線
バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
、
病

院
な
ど
へ
行
く
方
法
を
考
え
て

い
る
。

町
長

　利
用
者
ニ
ー
ズ
を
大
切

に
し
、
電
車
・
上
林
線
バ
ス
の

公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
合
わ

せ
対
応
す
る
。

 

総
務
課
長

　実
証
運
行
の
方
向

性
に
が
っ
か
り
し
た
と
の
発
言

だ
が
、
具
体
的
内
容
は
。

徳
竹
栄
子
　
夜
間
瀬
駅
で
乗
り

継
ぎ
の
た
め
、
中
野
へ
直
行
し

な
い
こ
と
。
既
存
の
バ
ス
停
が

基
本
だ
か
ら
要
望
の
多
い
バ
ス

停
が
設
置
で
き
な
い
こ
と
。

　
質
問

　北
小
空
き
施
設
利
用
検

討
協
議
会
は
提
案
の
実
現
に
不

安
と
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。

町
長

　地
元
の
要
望
を
聞
き
、

地
域
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
な
ど
の
施
設
利
用
に
配
慮

し
た
い
。
協
議
会
は
、
地
域
と

町
の
パ
イ
プ
役
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
公
共
施
設
検
討
委
員
会

の
公
民
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
・
診

療
所
の
移
転
案
は
。

町
長

　集
合
的
に
す
る
の
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
面
か
ら
の
提
案

で
あ
る
。
地
域
と
町
が
合
体
し

な
が
ら
対
応
す
る
。

質
問
　
実
施
計
画
で
は
、
改
修

費
を
31
年
度
ま
で
に
４
０
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
計

画
以
上
に
費
用
が
か
か
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

総
務
課
長

　29
年
度
に
設
計
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

金
額
が
変
わ
れ
ば
議
会
に
提
案

し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
に
も
保
育
職
員
の
確
保
を

町
長
―
子
育
て
支
援
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
と
め
る

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
実
証
運
行
を

北
小
空
き
施
設

利
活
用
は
町
と

地
域
の
連
携
を

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

徳竹栄子のつぶやき

休
日
保
育
の
利
用
者

に
十
分
な
対
応
を

１０月から実証運行する
コミュニティバスは夜
間瀬駅で下車、電車か
上林線のバスに乗り継
ぎ中野へ。不便だなあ。

コミュニティバスの運行ルート

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

徳
竹
栄
子

質
問

反 

問
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１月豪雪時の除雪対応は十分だったか
町長―精一杯対応してもらった　ご理解を

町
長
　
本
年
の
豪
雪
は
１
月
の

除
雪
費
が
26
年
２
月
豪
雪
時
を

超
え
る
想
定
外
の
豪
雪
だ
っ
た
。

除
雪
が
追
い
付
か
な
か
っ
た
状

況
も
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、

除
雪
業
者
、
担
当
職
員
に
も
精

一
杯
対
応
し
て
も
ら
っ
た
の
は

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
水
道
課
長
　
今
回
の
豪
雪

に
つ
い
て
は
降
り
続
く
新
雪
の

除
雪
を
最
優
先
し
た
が
、
雪
置

き
場
が
ど
こ
も
早
く
満
杯
と
な

り
、
拡
幅
作
業
に
入
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
一
部
路
線
で
交
通
障

害
発
生
の
原
因
と
考
え
る
。

建
設
水
道
課
長
　
町
道
事
故
は

専
決
３
号
で
報
告
し
た
道
路
上

の
枝
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
１
件
、

圧
雪
し
た
道
路
の
段
差
に
よ
る

事
故
２
件
、
道
路
側
溝
へ
の
脱

輪
事
故
１
件
の
計
４
件
。
想
定

外
の
降
雪
と
は
い
え
電
話
に
よ

る
苦
情
は
多
か
っ
た
。

建
設
水
道
課
長
　
３
件
の
事
故

に
つ
い
て
は
保
険
会
社
に
事
故

報
告
、
責
任
割
合
を
算
出
し
て

い
た
だ
き
本
人
と
の
示
談
交
渉

中
。
町
道
管
理
者
の
責
任
は
、

お
お
む
ね
３
割
と
保
険
会
社
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
専
決
の
個
人
所
有
の
木

か
ら
の
落
雪
に
つ
い
て
は
明
確

な
基
準
が
な
い
よ
う
だ
が
、
温

泉
街
に
は
ず
い
ぶ
ん
木
が
出
て

い
る
。
落
ち
そ
う
な
雪
も
、
折

れ
た
枝
も
あ
っ
た
が
、
た
ま
た

ま
事
故
は
無
か
っ
た
。
今
回
の

補
償
が
先
例
と
な
ら
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長
　
指
摘
の
屋
根

か
ら
、
ま
た
道
路
に
面
し
た
庭

木
か
ら
雪
が
落
ち
る
た
び
に
、

10
対
0
で
町
道
管
理
者
が
悪
い

と
い
う
の
で
は
前
例
と
し
て
良

く
な
い
。
今
回
は
非
常
に
特
殊

な
事
例
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
通
学
路
の
状
況
把
握
は
。

教
育
長
　
各
学
校
に
お
い
て
は

学
校
長
の
判
断
で
職
員
が
巡
回

し
確
認
す
る
。
ま
た
職
員
同
行

で
集
団
下
校
な
ど
し
て
い
る
。

質
問
　
小
学
校
の
登
校
は
何
時

に
終
わ
る
か
。

教
育
長
　
大
体
8
時
に
終
わ
る
。

質
問
　
こ
の
時
間
帯
を
走
る
車

は
何
の
た
め
と
考
え
る
か
。

教
育
長
　
子
供
た
ち
の
送
迎
に

山
や ま

本
も と

 良
りょ う いち

一

使
う
車
、
あ
る
い
は
旅
館
な
ど

の
送
迎
と
か
想
像
す
る
。

質
問
　
８
時
前
に
帰
る
お
客
様

は
基
本
的
に
な
い
の
で
あ
の
雪

の
中
歩
く
子
供
た
ち
の
中
を
走

る
車
は
自
分
の
お
子
様
を
学
校

へ
送
る
保
護
者
の
車
。
送
っ
て

帰
る
か
ら
渋
滞
す
る
。
こ
れ
を

ど
う
思
う
か
。

教
育
長
　
以
前
指
摘
も
あ
り
校

長
か
ら
で
き
る
だ
け
子
供
た
ち

に
は
歩
い
て
来
る
よ
う
、
ま
た

保
護
者
に
は
病
気
と
か
で
送
迎

が
い
た
し
方
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
注
意
し
て
通
行
し
て
も
ら

う
よ
う
学
校
に
は
伝
え
て
あ
る
。

質
問
　
送
迎
さ
れ
る
方
は
雪
が

降
れ
ば
さ
ら
に
増
え
る
。
送
迎

さ
れ
る
保
護
者
に
豪
雪
の
時
ぐ

ら
い
楓
の
湯
あ
た
り
で
子
供
を

降
ろ
す
よ
う
指
導
す
べ
き
。

教
育
長
　
学
校
を
通
じ
て
状
況

を
説
明
、
保
護
者
に
伝
え
た
い
。

山本良一のつぶやき

I t  i s  t o o  l a t e  t o 
regret　after school 
has gone.
(>_<)

除
雪
対
応
の
評
価
は

事
故
及
び
苦
情
を

把
握
し
て
い
る
か

事
故
に
つ
い
て
は
、

町
道
管
理
者
に
責
任

の
無
い
形
の
も
の
か

豪
雪
時
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
は
さ
れ

て
い
る
か

１月豪雪時、排雪が間に合わず積み
上げた雪は軒まで60㎝に達した。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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請願･陳情みなさんからの

受理番号 件　　　名 陳　情　者 採決結果

陳情第１号 最低制限価格の設定に関す
る陳情書

一般社団法人 長野県建築士事務所
協会　　　　　 会長　小河　節郎

一般社団法人 長野県建築士事務所
協会中高支部　支部長　鈴木　文夫

賛成　２人
（不採択）

陳情第２号

「テロ等準備罪」、いわゆる
「共謀罪」を新設する組織犯
罪処罰法改正案に反対する
陳情

北信地区憲法をまもる会
　　　　　　　 会長　涌井　純生

賛成　８人
（採択）

陳情第３号 オスプレイの低空飛行訓練
の中止を求める陳情

北信地区憲法をまもる会
　　　　　　　 会長　涌井　純生

賛成　４人
（不採択）

　日本には組織犯罪を計画・準備段階で処罰で
きる法律がなく、国連の国際組織犯罪防止条約
が批准できない。「テロ等準備罪」は適応対象
を暴力団などの「組織的犯罪集団」に限定し、
犯罪の成立要件を合意・計画に物品調達などの

準備行為を加え、過去 3 回廃案になった「共
謀罪」より遥かに厳格化し、市民団体などが捜
査対象となる懸念は払拭された。陳情はテロ防
止の対案がなく現実性を欠く。

「テロ等準備罪」、いわゆる「共謀罪」を新設する組織犯罪処罰法
改正案に反対する陳情書採択に対する反対討論　　　　　 望月 貞明

　平成24年９月議会で同様の陳情を全会一致
で採択し、関係機関に意見書を送付している。
陳情者も同じ団体だ。議会としての機関意思決
定の一貫性を尊重すべき。オスプレイの目撃情
報は５日間で約３８０件も県に寄せられ、不安

と怒りの声が上がっている。当町からも肉眼で
確認できた。北信広域連合の他議会すべてで陳
情を採択している。オスプレイの横暴勝手な低
空飛行訓練は許せない。

オスプレイの低空飛行訓練の中止を求める陳情書不採択に対する
反対討論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 渡辺 正男

陳情採択結果

みなさんからの請願・陳情
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第
21
回
（
平
成
28
年
12
月
21
日
）

⑴

　議
会
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
活
性
化
の
た
め
の
提
言
・
要
望
に
つ
い
て

　
②
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　
③
先
例
集
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

第
1
回
（
平
成
29
年
1
月
16
日
）

⑴

　議
会
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　
②
活
性
化
の
た
め
の
提
言
・
要
望
に
つ
い
て 

 

第
2
回
（
１
月
23
日
）

⑴

　議
会
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
報
告
会
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
取

　
　
り
扱
い
に
つ
い
て

 

第
3
回
（
２
月
2
日
）

⑴

　執
行
機
関
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
大
雪
に
よ
る
被
害
及
び
対
応
等
に
つ
い
て

⑵

　議
会
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

　
②
審
議
会
等
へ
の
選
出
に
つ
い
て

　
③
飯
綱
町
議
会
視
察
報
告
に
つ
い
て

　
④
第
26
回
ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
交
流
大
会
に
つ

　
　
い
て

 

第
4
回
（
２
月
24
日
）

⑴

　議
会
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
議
会
活
動
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　
つ
い
て

　
②
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　
③
活
性
化
の
た
め
の
提
言
・
要
望
に
つ
い
て 

 

第
5
回
（
３
月
１
日
）

⑴

　執
行
機
関
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
改
正
農
業
委
員
会
法
に
つ
い
て

　
②
第
6
次
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
に
つ
い
て

　
③
町
交
通
体
系
再
編
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
④
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て

 
第
6
回
（
３
月
７
日
）

⑴

　執
行
機
関
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
財
務
書
類
に
つ
い
て

　
②
第
2
次
北
信
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ

　
　
ョ
ン
に
つ
い
て

　
③
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）
に
つ

　
　
い
て

 

第
7
回
（
３
月
21
日)

⑴

　執
行
機
関
か
ら
の
提
出
案
件

　
①
平
成
29
年
度
税
制
改
革
に
つ
い
て

　
②
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
制
度
改
正
に

　
　
つ
い
て

　
③
公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排
水
事

　
　
業
に
か
か
る
経
営
戦
略
策
定
の
報
告
に
つ

　
　
い
て

　
④
除
雪
費
の
見
込
み
に
つ
い
て

　
⑤
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
（
案
）
に
つ
い
て

　
⑥
係
の
再
編
に
つ
い
て

議
会
全
員
協
議
会

  

議
長
に
答
申

　「
開
か
れ
た
議
会
」「
住
民
が
主
人
公
の
議

会
」
の
観
点
か
ら
平
成
27
年
７
月
17
日
に
議

長
よ
り
議
会
活
性
化
の
た
め
の
諮
問
を
受
け

ま
し
た
。

　
以
来
、
議
論
を
重
ね
、
２
回
の
中
間
答
申

を
経
て
、
３
月
30
日
、
髙
田
佳
久
議
会
運
営

委
員
長
よ
り
小
渕
茂
昭
議
長
の
諮
問
に
対
し

て
の
答
申
を
し
ま
し
た
。

　
27
年
７
月
第
１
回
議
運
（
活
性
化
）
を
行

い
、
ま
た
追
加
と
し
て
特
別
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
25
回
の
会
議
と
26
回
の
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
議
論
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

  

諮
問
事
項

　
⑴
活
性
化
研
究
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
⑵
議
員
報
酬
に
つ
い
て

　
⑶
ク
リ
ー
ン
選
挙
に
つ
い
て

　
⑷
議
会
報
告
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
⑸
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

　
⑹
先
例
集
の
見
直
し
に
つ
い
て
　
　

　
⑺
そ
の
他
議
会
活
性
化
事
項
に
つ
い
て

　
⑻
特
別
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
◯ 

通
年
議
会
の
開
催

　
◯ 

夜
間
議
会
の
開
催

　
◯ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
活
用

　
◯ 

事
務
局
体
制
の
強
化

　
◯ 

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　
◯ 

住
民
意
見
の
反
映
・
政
策
立
案

　
◯ 

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
導
入

　
◯ 

審
議
会
等
へ
の
選
出
廃
止

議
会
の
活
性
化

諮
問
事
項
に
対
す
る

調
査
経
過

1
継
続
検
討
を
要
す
る

事
項
（
抜
粋
）

2

答申書を受けとる小渕議長

全員協議会・議会の活性化
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《
共

　通
》

◯
北
小
学
校
施
設
の
あ
と
利
用

は
、
具
体
的
な
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
。

《
総
務
費
》

○
移
住
定
住
促
進
策
は
、
移
住

者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
つ
と
め
る
こ
と
。

《
民
生
費
》

○
障
害
者
福
祉
計
画
は
、
障
が

い
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

を
具
現
化
で
き
る
よ
う
策
定

す
る
こ
と
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課

後
子
供
教
室
を
一
体
的
運
営

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
。

○
除
雪
支
援
員
体
制
を
拡
充
す

る
こ
と
。

《
衛
生
費
》

○
ご
み
分
別
指
導
の
周
知
徹
底

を
は
か
る
こ
と
。

《
商
工
費
》

○
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
周

知
を
は
か
り
、
産
業
振
興
に

資
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
。

◯
遊
歩
道
・
登
山
道
整
備
は
、

付
帯
設
備
を
設
置
し
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
つ
と
め
る

こ
と
。

○
案
内
看
板
は
、
移
動
手
段
ご

と
に
対
応
で
き
る
も
の
に
す

る
こ
と
。

《
農
林
水
産
業
費
》

○
新
規
就
農
希
望
者
に
対
す
る

受
け
入
れ
体
制
を
充
実
す
る

こ
と
。

《
土
木
費
》

○
河
川
の
景
観
形
成
は
、防
災・

観
光
の
面
か
ら
も
さ
ら
に
県

な
ど
と
連
携
を
は
か
り
、
推

進
す
る
こ
と
。

○
町
道
の
安
全
性
確
保
と
、
維

持
管
理
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

《
消
防
費
》

○
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
さ

ら
に
す
す
め
る
こ
と
。

　
予
算
審
査
は
３
月
７
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
全
議
員
で
構
成
、
委
員
長
　
布
施
谷
裕
泉
、

副
委
員
長
　
山
本
光
俊
）
に
付
託
。
８
日
か
ら
４
日
間
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
21
日
、

町
側
か
ら
一
般
会
計
予
算
案
撤
回
の
申
し
出
が
あ
り
、
議
会
は
こ
れ
を
許
可
。
同
日
再
提
出
さ
れ

た
一
般
会
計
予
算
案
を
追
加
議
案
と
し
て
上
程
し
た
の
ち
特
別
委
員
会
に
付
託
・
再
審
査
を
行
い
、

本
会
議
で
委
員
長
よ
り
審
査
結
果
の
報
告
後
、
反
対
・
賛
成
の
討
論
を
経
て
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
、
他
の
６
特
別
会
計
予
算
と
水
道
事
業
会
計
予
算
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

町民に活力を与える予算執行を
「地方の活力なくして日本の活力なし」by安倍総理

予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

部
会
意
見

一
般
会
計

一
般
会
計
予
算

新規事業に年長児保育料無料化など

 

一
般
会
計
予
算

 

反
対
討
論

渡
辺
　
正
男

　
年
長
児
保
育
料
無
料
化
、
小

中
学
校
卒
業
祝
い
金
は
評
価
す

る
。
祝
い
金
の
卒
業
式
で
町
長

か
ら
児
童
・
生
徒
代
表
に
目
録

を
贈
呈
と
い
う
形
に
は
問
題
が

あ
る
。
町
立
学
校
に
通
う
子
だ

け
で
は
な
い
。
中
学
校
長
寿
命

化
改
修
に
は
今
後
３
年
間
で
約

11
億
円
支
出
予
定
だ
が
、
工
事

終
了
後
に
解
体
す
る
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
に
２
年
間
で
３
億
円
と
い

う
の
は
問
題
。
34
年
度
中
学
校

敷
地
内
に
統
合
小
学
校
建
設
の

計
画
と
関
連
し
な
い
単
独
改
修

工
事
に
は
疑
問
が
残
る
。

 

賛
成
討
論

髙
山
　
祐
一

　
観
光
案
内
ア
プ
リ
事
業
は
信

州
Ｄ
Ｃ
に
よ
り
さ
ら
な
る
利
便

性
を
は
か
る
。
小
学
校
児
童
ク

ラ
ブ
の
拡
充
、
年
長
児
保
育
料

無
料
化
な
ど
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
つ
と
め
た
。
小
中
学
校
卒

業
祝
い
金
は
、
保
護
者
に
寄
り

添
施
策
で
あ
る
。
新
交
通
シ
ス

テ
ム
構
築
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行
は
新
た
な

取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。
防
災

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
難
聴
地

域
解
消
と
有
線
電
話
に
変
わ
る

利
便
性
を
期
待
す
る
。

 

賛
成
討
論

山
本
　
光
俊

　
政
策
的
経
費
に
充
て
る
財
源

が
限
ら
れ
、
ま
た
各
種
税
収
で

厳
し
い
現
状
で
は
あ
る
が
、
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
観

光
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢

が
見
て
取
れ
る
。

　
国
・
県
の
政
策
や
方
針
を
町

行
政
が
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

迅
速
に
対
応
し
な
が
ら
財
源
確

保
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
に

ほ
か
な
ら
ず
、
評
価
に
値
す
る
。

基
幹
産
業
の
活
性
を
は
か
る
こ

と
で
、
多
く
の
事
業
に
相
乗
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

《
教
育
費
》

○
教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
教

育
委
員
会
と
し
て
理
念
・
目

標
・
課
題
を
明
確
に
し
た
う

え
で
策
定
す
る
こ
と
。

《
水
道
事
業
会
計
》

◯
東
部
浄
水
場
更
新
計
画
の
策

定
は
万
全
を
期
す
こ
と
。

特
別
会
計
等

11
年
ぶ
り
に
70
億
を
超
え
る

29年度
予算可決

予算審査
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　「
地
方
の
活
力
な
く
し
て
日
本

の
活
力
な
し
。
地
方
の
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
な
く
し
て
、

日
本
の
未
来
は
な
い
」
こ
れ
は
昨

年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
60
回

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
」
に
お

け
る
安
倍
総
理
あ
い
さ
つ
の
一
節

で
あ
る
。

　
地
方
に
活
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
今
求
め
ら
れ
て
い
る
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
実
現
上
大
き
な

壁
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
東
京
一

極
集
中
」、
そ
の
是
正
を
問
わ
れ

続
け
て
い
る
が
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
。
多
く
の
地
方
は
産
業
の
空

洞
化
、
少
子
高
齢
化
、
若
者
人
口

の
流
出
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
国
の
掲
げ
る
地
方
創
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
進
ん
で
い

な
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
進
ん

で
い
な
い
」
と
思
う
人
は
合
わ
せ

て
77
％
に
上
る
こ
と
が
全
国
面
接

世
論
調
査
で
示
さ
れ
て
も
い
る
。

政
府
の
施
策
が
不
十
分
だ
と
感
じ

て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
が
、

政
府
は
大
型
の
財
政
出
動
に
よ
っ

て
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
や
デ

フ
レ
脱
却
を
目
指
す
と
し
て
、
29

年
度
予
算
を
過
去
最
大
規
模
の
97

兆
４
５
０
０
億
円
と
し
た
。
大
型

予
算
で
期
待
さ
れ
る
向
き
も
あ
る

が
、
金
融
政
策
の
手
詰
ま
り
感
や

財
政
健
全
化
に
お
い
て
は
危
惧
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
若
者
の
町
外

流
出
や
出
生
率
の
回
復
に
兆
し
が

見
え
な
い
こ
と
、
ま
た
基
幹
産
業

と
す
る
観
光
と
農
業
に
お
い
て
も

観
光
客
の
減
少
や
、
後
継
者
不
足

な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
編
成
さ

れ
た
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
、
71
億
３
６
０
０
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
４
億
５
９
０
０
万
円

（
6.9
％
）
の
増
と
11
年
ぶ
り
に
70

億
を
超
え
た
。
こ
れ
は
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
改
修
費
用
な
ど
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

〈
歳
入
〉
構
成
比
22
・
６
％
を
占

め
る
町
税
16
億
６
２
５
万
円
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
８
９
３
０
万
円

（
5.3
％
）
の
減
を
見
込
む
。

　
寄
附
金
で
は
前
年
度
比
５
０

０
万
円
減
の
2
億
１
７
１
１
万
円

と
し
て
い
る
が
、
ふ
る
さ
と
寄
附

金
は
昨
年
度
同
額
の
1
億

６
０
０
０
万
円
を
見
込
む
。

返
礼
率
は
お
お
む
ね
3
割

と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣

旨
に
則
し
た
運
営
は
評
価

で
き
る
。

　
町
債
は
3
億
５
８
７
０

万
円
（
前
年
度
比
40
・
６

％
）
増
の
12
億
４
１
４
０

万
円
で
、
平
成
8
年
度
以

来
、
21
年
ぶ
り
に
10
億
円

を
超
え
る
発
行
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

〈
歳
出
〉
民
生
費
で
前
年

度
比
１
８
２
０
万
円
増
の

12
億
９
９
７
０
万
円
を
計
上
。
児

童
福
祉
費
で
は
負
担
軽
減
策
と
し

て
「
年
長
児
の
保
育
料
無
料
化
」

な
ど
が
新
規
施
策
と
し
て
盛
り
込

ま
れ
た
が
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

支
援
の
町
と
し
て
の
発
信
に
も
期

待
し
た
い
。

　
今
、
国
内
外
で
は
差
別
や
排

除
を
正
当
化
す
る
動
き
、
ま
た

分
断
や
格
差
な
ど
ジ
ワ
リ
と
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
平
和
宣
言
、
ま
た
多
様
性
を

尊
重
す
る
人
権
の
町
で
あ
る
当

町
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
町
づ
く

り
の
基
本
理
念
「
住
む
人
、
訪

れ
る
人
に
温
も
り
の
あ
る
郷
土
」

こ
れ
は
ま
さ
に
金
看
板
と
し
て

の
当
町
の
誇
り
で
あ
る
。
温
も

り
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
ん
な
町

づ
く
り
に
向
け
た
本
予
算
に
つ

い
て
、
一
層
効
果
が
上
が
る
執

行
を
期
待
す
る
。

 

賛
成
討
論

　渡
辺

　正
男

　
増
え
続
け
る
基
金
に
比
べ
、
保
険

税
は
28
年
度
値
上
げ
に
よ
り
１
世
帯

当
た
り
で
県
下
７
位
の
高
さ
に
対
し

て
、
１
人
当
た
り
医
療
費
は
県
下
64

位
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
。
30
年
度
か
ら

の
県
一
本
化
に
向
け
、
新
た
な
保
険

税
算
定
で
は
、
基
金
を
活
用
し
て
町

独
自
の
保
険
税
負
担
軽
減
に
充
て
て

い
た
だ
き
た
い
。
保
険
給
付
費
の
動

き
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
医
療
費

と
保
険
税
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ

う
に
万
全
の
対
応
を
要
望
し
て
賛
成

討
論
と
す
る
。

 

賛
成
討
論

　
　渡
辺

　正
男

　
保
険
給
付
費
は
14
億
８
４
０
０
万

円
と
対
前
年
度
比
５
６
０
０
万
円
の

減
。
第
６
期
計
画
で
は
、
17
億
７
５

０
１
万
円
を
見
込
ん
だ
の
で
、
対
計

画
比
で
は
２
億
９
１
０
０
万
円
も
の

減
で
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
。
基
金
残

高
に
つ
い
て
は
、
今
回
補
正
で
28
年

度
末
１
億
６
０
８
１
万
円
に
な
る
予

想
。
第
７
期
計
画
で
は
、
基
金
を
活

用
し
た
保
険
料
の
減
額
に
本
気
で
取

り
組
む
べ
き
。
一
般
会
計
の
介
護
保

険
低
所
得
者
対
策
助
成
金
の
存
続
は
、

評
価
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　委
員
長

布
施
谷 

裕
泉

総
括
意
見

統合後初の西小学校入学式

予算審査
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１
月
22
日
　北
部
公
民
館

質
問
　
有
線
放
送
電
話
は
廃
止

と
聞
い
て
い
る
が
、
危
機
管
理

上
の
対
応
は
。
ま
た
先
の
停
電

時
、
役
場
に
状
況
を
問
い
合
わ

せ
て
み
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

町
は
停
電
の
情
報
を
把
握
す
る

手
段
を
持
っ
て
い
る
か
。

回
答

　防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
で
は
戸
別
に
無
線
機
を
配

置
し
て
情
報
を
知
ら
せ
る
計
画

で
、
伝
達
す
る
情
報
は
災
害
時

の
危
機
管
理
情
報
の
他
に
、
何

を
伝
え
る
か
現
在
検
討
中
。

　町
は
停
電
時
、
情
報
把
握
の

体
制
は
特
に
持
っ
て
い
な
い
。

 

１
月
24
日
　和
合
会
館

質
問
　
景
観
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
石
畳
の
補
修
を
お
願
い
し
た

い
。

回
答

　景
観
観
光
モ
デ
ル
事
業

は
、
国
土
交
通
省
へ
要
望
を
提

出
中
な
の
で
、
選
定
し
て
も
ら

え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
計
画
で
は
外
国
人
観
光
客

に
わ
か
り
や
す
い
案
内
看
板
・

ト
イ
レ
施
設
等
の
整
備
と
渋
温

泉
街
の
路
面
改
修
と
蓮
池
地
区

の
路
面
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
　
今
後
、
高
齢
者
が
増
加

す
る
の
で
、
高
齢
者
が
集
う
拠

点
や
運
動
施
設
と
し
て
、
学
校

施
設
や
体
育
館
、
ま
た
は
空
き

家
を
利
用
す
る
考
え
は
。

回
答

　現
在
、
高
齢
者
が
集
う

新
た
な
専
用
施
設
を
作
る
計
画

は
な
い
が
運
動
す
る
施
設
は
、

河
川
敷
で
の
マ
レ
ッ
ト
や
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
あ
る
。
ま

た
各
地
区
の
公
民
館
や
集
会
場

な
ど
を
活
用
し
て
民
生
委
員
が

主
催
す
る
お
茶
飲
み
会
も
あ
る
。

質
問
　
学
校
問
題
な
ど
重
要
な

事
案
で
は
委
員
会
ご
と
の
視
察

だ
け
で
な
く
、
全
議
員
で
対
応

し
て
は
。
場
合
に
よ
っ
て
は
区

長
、
保
護
者
と
一
緒
に
視
察
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

回
答

　教
育
な
ど
を
所
管
す
る

委
員
会
が
対
応
し
、
視
察
報
告

も
あ
る
の
で
、
議
員
間
で
の
共

有
は
で
き
て
い
る
。
ま
た
公
務

と
し
て
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
１
人
当
た
り
の
医
療
費

が
県
下
64
位
と
い
う
の
は
、
医

療
費
が
高
い
の
か
安
い
の
か
。

回
答

　当
町
で
は
医
療
費
は
低

い
が
保
険
税
は
高
く
な
っ
て
い

る
。

　
今
回
は
、
あ
ら
か
じ
め
メ
ー
ン
テ
ー
マ
を
設
定

せ
ず
、
各
会
場
の
参
加
者
に
お
決
め
頂
き
ま
し
た
。

６
項
目
の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
施
策
に
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
い
た
だ
き
、多
い
順
に
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

（
表
の
数
字
は
シ
ー
ル
数
で
参
加
者
数
と

　
　
　
　
　
　
　合
わ
な
い
会
場
も
あ
り
ま
す
）

　
第
10
回
議
会
報
告
会
は
、
１
月
22
日
（
土
）
の
北
部
公
民
館
を

皮
切
り
に
、
２
月
４
日
（
土
）
の
よ
ま
せ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま

で
町
内
５
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
第
１
回
以
来
２
０

０
人
を
超
え
る
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
数

多
く
の
ご
意
見
ご
提
言
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂

い
た
各
地
区
の
関
係
各
位
な
ら
び
に
参
加
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

各
会
場
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

第
10
回
議
会
報
告
会

各
地
区
の
実
情
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で
質
疑

議
会
で
こ
の
取
り
組
み
を

議会報告会

１
月
28
日
　ほ
な
み
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

１
月
31
日
　文
化
セ
ン
タ
ー

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

施　策　内　容
会　場 北部 東部上 南部 東部下 西部 計

参加者数 23人 40人 38人 38人 63人 202人

① 観光商工振興策 0 20 3 8 8 39枚

② 農林水産業振興策 1 2 4 4 20 31枚

③ 子育て・教育振興策 3 7 6 9 15 40枚

④ 高齢者・障がい者健康福祉施策 7 8 11 14 7 47枚

⑤ 都市基盤・生活環境の整備
　　　（下水道、道路側溝など） 9 2 7 3 9 30枚

⑥ 行財政運営・行政サービスの向上
　（税・窓口など）　　 3 1 3 0 4 11枚

２
月
４
日

　よ
ま
せ
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー



43 平成29年４月 議会だより第108号

編
集
後
記

　
こ
の
冬
は
ひ
ど
く
雪
が
深
か

っ
た
。
上
林
グ
ラ
ン
ド
は
4
月

15
日
か
ら
の
利
用
開
始
と
な
っ

た
。
春
が
来
て
京
都
へ
の
憧
れ
。

せ
め
て
も
の
想
い
で
ガ
イ
ド
本

を
手
に
入
れ
た
。
が
、
時
代
の

移
ろ
い
を
痛
感
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
ず
表
紙
の
次
は
「
土
産
物
ガ

イ
ド
」。
は
が
せ
ば
別
冊
と
し

て
携
帯
可
能
だ
。
次
い
で
京
遊

び
の
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
。
着
物
さ

ん
ぽ
や
和
菓
子
作
り
を
勧
め
る
。

そ
れ
か
ら
京
グ
ル
メ
。
朝
食
、

京
和
食
ラ
ン
チ
、
町
屋
ご
は
ん

に
京
ス
イ
ー
ツ
。
こ
れ
以
上
は

も
う
挙
げ
ぬ
。
か
つ
て
の
修
学

旅
行
の
折
は
観
光
す
べ
き
場
所

か
ら
決
定
し
て
参
加
し
た
。「
京

都
大
原
三
千
院
」
と
歌
に
名
高

い
大
原
で
は
真
っ
先
に
寂
光
院

を
訪
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
誓
っ
て

い
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
寂
光
院
の
ペ
ー
ジ
も
記
述
も

な
い
。
ま
さ
か
と
思
っ
て
巻
末

の
索
引
も
当
た
っ
た
が
や
は
り

な
い
。

仲
見
世
は
あ
と
の
楽
し
み
初
詣

　（今
井
つ
る
女
）

　
先
ず
参
拝
、
お
楽
し
み
は
後

に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　（
小
林
民
夫
　
記
）

みんなのひろば

温
泉
街
に
新
し
い
風

ー
そ
も
そ
も
な
ぜ
旅
館
を
や
ろ
う
と
思

わ
れ
た
の
で
す
か
。

石
坂
　
も
と
も
と
旅
行
が
好
き
で
、
学

生
時
代
に
海
外
を
旅
行
し
た
時
に
、
宿

泊
施
設
っ
て
、
設
備
の
豪
華
さ
と
満
足

度
は
比
例
し
な
い
っ
て
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
施
設
が
ボ
ロ
ボ
ロ
で
も
も
う

一
度
行
き
た
い
宿
は
あ
る
ん
で
す
。
滞

在
の
満
足
度
は
そ
の
中
で
働
く
人
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
変
わ
る
ん
で
す
。
そ

れ
が
宿
の
面
白
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
日
本
文
化
が
凝
縮
し
て
い

る
旅
館
を
い
ず
れ
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

ー
で
は
、
な
ぜ
山
ノ
内
町
に
？

石
坂
　
証
券
会
社
を
経
て
、
星
野
リ
ゾ

ー
ト
で
旅
館
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い
、

物
件
を
探
し
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
売

町の GDP を増やしたい
と意気込む石坂さん

な
ぜ
渋
温
泉
で
起
業
？

石
坂

石
坂

ら
な
い
の
は
、
嫌
い
な
わ
け
で
は
な
く
、

生
活
で
き
る
形
で
は
な
い
か
ら
だ
と
思

う
の
で
す
。
３
６
５
日
24
時
間
営
業
の

ス
タ
イ
ル
は
や
は
り
こ
の
ご
時
世
敬
遠

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

私
た
ち
が
苦
手
な
分
野
を
引
き
受
け
た

り
、
効
率
的
な
運
営
の
お
手
伝
い
を
す

る
こ
と
で
、
戻
っ
て
く
る
人
も
増
え
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
戻
っ
て
く

る
ま
で
、
我
々
が
中
継
ぎ
と
し
て
運
営

す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ー
も
う
一
つ
移
住
者
と
し
て
考
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

石
坂
　
長
野
県
は
移
住
し
た
い
県
の
一

番
な
の
に
、
来
て
も
結
局
戻
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。「
思
っ

て
い
た
の
と
違
う
」
と
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
た
め

に
、
移
住
希
望
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
１
週
間
旅
館
で
働
い
た
り
、
こ

こ
で
住
ん
だ
り
、
地
元
の
会
議
な
ど
に

も
出
る
な
ど
、
一
週
間
疑
似
町
民
と
し

て
受
け
入
れ
る
の
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
疑
似
的

に
こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
し
、

そ
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
住
に
移
行
で

き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

大
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て

　
誰
か
が
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
言

い
方
で
は
な
く
、
自
分
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
、
あ
く
ま
で
も
一
人
称
で

語
ら
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

石
坂

り
に
出
て
い
た
旅
館
が
渋
温
泉
の
小
石

屋
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
渋
温
泉

は
良
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
軽

井
沢
に
泊
ま
っ
て
い
る
お
客
様
が
、
一

日
タ
ク
シ
ー
を
７
万
円
で
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
、
地
獄
谷
の
猿
を
見
に
行
く
話
を

よ
く
聞
い
て
い
て
、
７
万
円
払
っ
て
見

に
行
く
猿
っ
て
何
な
ん
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
当
地
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
受
け
入
れ
も
ま
だ
進
ん
で
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
ま
し
た
。
実
際
来
て
み
た
ら
猿

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
思
い
描
く
昔

の
温
泉
街
が
自
然
な
ま
ま
残
っ
て
い
る

の
に
驚
き
、
こ
こ
で
や
っ
て
み
た
い
っ

て
気
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ー
実
際
、
営
業
を
し
て
み
て
、
想
定
外

だ
っ
た
こ
と
は
？

石
坂
　
宿
に
温
泉
が
な
い
こ
と
で
し
た

（
笑
）。
温
泉
の
権
利
は
つ
い
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

お
客
様
は
浴
衣
を
着
て
下
駄
を
は
い
て

温
泉
街
を
歩
け
れ
ば
、
結
構
満
足
し
て

く
れ
る
ん
で
す
。

ー
温
泉
な
し
で
良
く
や
ら
れ
て
い
ま
す

ね
。

石
坂
　
良
く
言
わ
れ
ま
す
（
笑
）。
で

ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

石
坂

石
坂

石
坂
大
輔
さ
ん

渋
温
泉
で
起
業
し
た
石
坂
大
輔
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
他
の
旅
館
さ
ん
は
い
い
温
泉
を
持
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
お
風
呂

を
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
温
泉
に
入

り
た
い
お
客
様
の
需
要
も
満
た
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
他
の
旅
館
さ
ん

で
、
英
語
が
分
か
ら
な
い
な
ど
困
っ
て

い
る
時
は
、
私
達
が
通
訳
を
し
て
あ
げ

る
な
ど
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
お
互
い

の
強
み
を
生
か
す
こ
と
で
い
い
関
係
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

石
坂
　
渋
で
も
後
継
ぎ
が
い
な
い
お
宿

さ
ん
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
今
後
旅
館

の
灯
が
消
え
て
ほ
し
く
な
い
の
で
、
う

ち
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
や
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り

込
む
お
手
伝
い
や
予
約
管
理
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
そ
う
い
う
面
倒
な
と
こ
ろ
を

や
る
こ
と
で
、
他
の
旅
館
さ
ん
が
助
か

る
と
思
い
ま
す
。
後
継
者
が
い
て
も
戻

渋
温
泉
の
灯
を
消
し
た
く
な
い

石
坂

食事だけでも立ち寄れる宿


